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ピンテックができて、特に Samsung Pay は、
N Pay や Kakao Pay はＱＲコードでできるん
ですけど、Samsung Pay はクレジットカード
の情報を入力するだけでピッとできるんです。
クレジットカードのようにですね。サムスンの
ケータイもよく売れたということもあります。
　こういったことが簡素化されて、モバイル
ショッピングはさらに増えています。
　Ｏ2Ｏ（Oline-To-Offline）サービスの増加
があります。Ｏ2Ｏサービスは、オンラインを
介して顧客を誘致し、オフラインに誘導する
マーケティング方法です。
　韓国はもともと「配達の民族」といわれてい
ます。配達とは出前ですね。これは全部、出前
のアプリです。出前、不動産、タクシーなどの
アプリがあります。スマホで注文して、オフラ
インでサービスを提供してもらう、受け取る
サービスです。
　デリバリーアプリとして、主に３つがありま
す。配達の民族、配達通、ヨギヨです。このア
プリ市場規模が拡大されています。2013年は
３千億ウォンぐらいでしたが、2018年は３兆
ウォンぐらいに増加しています。デリバリーア
プリの利用者も、韓国の人口は約５千万人とい
われていますが、2500万人がこれを使っていま
す。やはりダウンロードして利用している。デ
リバリーアプリだけではなく、何が活性化され
たかというと、出前の代行会社です。私は2016
年に卒業して韓国に戻ったんですけど、2016年
までは出前はあまり発達していませんでした。
昨日、市街地を回ると、自転車に乗って、そう
いう出前が増えているのです。
　一般的な配達のプロセスは、消費者から飲食
店、飲食店から直接出前のものと、代行業者を
通した出前でした。最近は消費者が、出前でな
くケータイでアプリを使って飲食店に注文を入
れ、直接消費者が代行業者を通していく。また、
その飲食店に対応する配達代行のアプリができ
て、この業者も活性化されています。
　それと、キュレーションコマースは、１世代
も２世代も３世代も４世代も出ています。ネッ
トに入ったら、前に自分がネットショッピング
で見たものが、どんと出てくることは、皆さん
も経験があると思います。ネットで自分が見た
ページや自分が入れた情報などを、キュレー
ションコマースが情報収集して、自分が欲しい
ものをお勧めするプログラムが最近出てきてい
ます。選ぶのに困る、という意味の言葉がトレ
ンドに入ったのは2015年のことでした。これは
パンを配達するサービスです。自分が選択した
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ものを長期で、いろいろなパン屋で好みに合わ
せて配達するサービスも最近できました。
　配送システムについて。配送は韓国語で「배
송（ペソン）」といいます。韓国は配送に関して、
大変資本を入れています。特に、夜明け配送市
場が拡大しています。「夜明け」という言葉を
使っていいのか分かりませんが、夜11時までに
注文したら、翌日の７時までにデリバリーする
システムです。30分配送は中国や日本もあると
思いますが、これは特に食料に対してです。　
夜明け配送市場の規模は、2018年は４千億ウォ
ンまで成長し、2019年は８千億ウォン、２倍に
なるという見通しを立てています。
　こういった迅速配送システムを構築する。特
に「쿠팡（クーパン）」は、赤字になっていま
すが資本を投入して、オンライン専用物流セン
ターを開設しています。何年前かに、ソフトバ
ンクの孫さんから投資してもらったこともあり
ます。
　韓国では多くの会社が夜明け配送の努力をし
ています。こちらは新世界という韓国の大きな
会社ですが、夜明け配送も最近は対応していま
す。現代デパート、ロッテデパート、なども対
応しています。範囲はまだ、ソウルやソウルの
周辺の京畿道だけになっていますが、どんどん
取扱範囲を広げていこうとしています。地方に
物流の施設をつくっていますので、もっと増え
ると思います。
　特にハロー・ネイチャーなどは、農業者と契
約栽培で、注文後に収穫してやっています。注
文したら、すぐ収穫して配送するというシステ
ムになっているので、消費者としては安心です。
　生鮮食品、農産物は、最近、ロッテとか、イー
マートモールなどが対応しています。こちらが
イーマートモールです。こういった箱が並んで
いて、注文した伝票はここに入っていると思い
ますけど、それを見て製品を入れて。そして、
冷凍ボックスに入れて配送する仕方になってい
ます。
　食料に関する電子商取引政策の変化ですけれ
ども、韓国は本格的に1998年から、農産物電子
商取引促進計画を立て対応してきました。2016
年に、地域農産物の利用促進と直接取引活性化
基本計画を立てました。オンライン直接取引の
活性化、農家データベース構築を活用して、ス
マートスタジオ運営、POS-MALL 活性化、親
環境や６次産業認証品などの販路を支援してい
ます。
　これは行政安全部がやっていることですが、
情報化マウルの指定。「マウル（마을）」という
のは村です。農村はネットの普及がそれほどさ
れていません。そのため2001年に、農村を紹介
することを目指して指定しました。
　施設をつくってパソコンを入れ、そこでパソ
コンの教育をしながら、農産物を販売する。取
引の教育もして商品を売る。それがインビル
ショピングです。それを構築しました。今はケー
タイでもできます。
　これは指定されたマウルの数ですが、こう
なっています。
　自治体の直接運営している電子商取引の事例
ですけれども、これは山清郡（サンチョングン）
の事例です。山清郡は特に、山清郡内の生産さ
れた農産物のみ入店が可能で、持ち込みすると、
書類審査をして現場調査で、それでまた運営委
員会の審査で入店が確定するという、厳しい審
査を行っています。
　生産者が入店すると、ＳＮＳとオンライン
マーケティングの教育を受けることができま
す。オンラインショッピングモールの総合教育
や、ソーシャルマーケティングの教育、農産物
の詳細ページを作ることなどの教育を受けるこ
とができます。
　厳しい管理をして、消費者の満足を高めるた
めに、ペナルティーの基準を設けています。
　オープンマーケットと連動して売ることも可
能になっています。実績は、去年の目標が10億
ウォンでしたが、10月のときに達成したことも
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あります。
　食料に関する電子商取引の現状は、食料電子
商取引の推移を見ると、Ｂ2Ｃの総額はどんど
ん増えています。農水産物は、ちょっと増えて、
また下げたようです。金額は増えているんです
けど。飲食料と健康食品は、２％から10％に増
えています。花卉は、0.06％ぐらいです。全体
から見ると、韓国の農水産物・Ｂ2Ｃの総額は、
健康食品を中心に増えて、成長していることが
分かります。全体としては飲食料と健康食品、
農水産物の金額は増えていますが、その割合は
そんなに増えていない状況です。
　これは2010年から2016年まで、オンラインと
オフラインを比較したものです。2017年と2018
年はグラフに落とし込んでいません。農村振興
庁が、ソウルの主婦の家計簿を分析した資料で
す。食品購入金額は、オフラインで１世帯当た
り約400万ウォンです。オンラインで約32万ウォ
ン、オンラインの割合は５％を占めています。
　内訳を見ると、オンラインの加工食品の割合
は52.9％で、オフラインより高いことが分かり
ます。比較的保存性が良い加工食品をオンライ
ンから購入していることが分かります。
　次は、１回の購入金額です。穀類、果物類、
野菜類など、オンライン１回の平均購入金額が
高いことが分かります。オンラインは一定の金
額以上を購入すると送料無料ですし、オフライ
ンは重さなどの制限があるので、オンラインの
購入金額が高いと思われます。畜産物は、オン
ラインとオフラインの金額差がないことが分か
ります。
　年間オンラインで購入トレンドを見ると、
2010年から2016年で、購入金額は増えているこ
とが分かります。購入の回数もどんどん増えて
います。
　大分類品目別を見ると、穀類はもともと重い
ので昔から高かったんですけど、今は減ってい
る状態です。果物など全部増えていますが、特
に畜産物や加工食品の金額が急激に増えていま
す。
　畜産物の中で何が一番増えているかという
と、豚肉です。ご存じかと思いますけど、韓国
はサムギョプサルを食べている方が多いです。
サムギョプサルと一緒に食べる葉っぱ、サン
チュ、ニラ、唐辛子も急激な増加傾向を見せて
います。
　果物のオンライン消費推移は、特に重い果物
が増加しています。また、朝食代わりの果物も
増加しています。ミカンは非常に増えました。
カカオファーマが農産物の流通に取り組み始
め、Ｏ2Ｏサービスを施行して、プロモーショ
ンの影響で増えたこともあります。
　パイナップルやバナナの増加に対しては、最
近、マスコミでパイナップルの酢がダイエット
に良いと言われ、その影響でパイナップルシ
ロップがずいぶん増えました。
　オンラインストア別購入金額の割合は、大型
流通チェーンは82％、個別農家やオープンマー
ケットは18％を占めています。最近は、大型マー
ト、企業型スーパーマーケット、デパートなど
が、農家と契約栽培で安く、品目などをプロモー
ションしています。そういうこともあって、大
型流通チェーンの割合が高くなっています。
　韓国のオンラインとオフラインを比較する
と、韓国は越境ＥＣに対して、もちろん対応は
していますが、食料に対しては、計画は立てま
すがそんなに力を入れていなかったと言えま
す。
　輸出市場の動向です。越境ＥＣを通した輸出
市場は増えています。2014年は約７千億ウォン
でしたが、今は約３兆6000ウォンです。約
430％増加しています。どの国に輸出している
のか、主に中国です。2014年は47％でしたが、
2018年には80％に増えています。しかし、これ
はいい状況だとは言えません。中国に依存性が
高いことはリスクがあることです。
　食料に関しては、2014年から2018年の金額を
見ると、生鮮食品は、ほとんど今は取引されて
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いない状況です。非常に減りましたが、2018年
は加工食品を中心に増えたということです。化
粧品が一番多いです。中国が韓国の化粧品を
買っているので多いですけど、食料や農産物は、
それほど輸出されていません。
　韓国企業の位置付けです。Amazon、eBay、
Alibaba などの会社が、どういう国と接続して
いるか。その比率をみると、Amazon、eBay、
Alibaba などはアメリカが多いです。韓国の会
社である G-market や11番街は、韓国のほうが
多いですが、香港やアメリカの接続比率も増え
ています。
　特にスタイルナンダは、アメリカの割合が高
いです。しかし、金額としては少ない。韓国は
G-market や11番街が主にやっていますが、中
国、香港、アメリカにもっと対応していかなけ
ればいけないということが分かります。
　輸出支援政策としては、関税庁が2017年に対
策を発表しました。越境ＥＣを通じた輸出活性
化をする、ＦＴＡ利用率を向上する、輸出入通
関の手続きを簡素化する、海外通関隘路の総力
サポートする、そういう対策を発表しました。
　これは産業資源部からの資料です。グローバ
ルオンラインショッピングモール登録をサポー
トし、ジャパンモールのように、韓国で代表的
なオンラインショッピングモールを構築する。
そして、物流は企業の海外物流費の削減で支援
したり、通関は輸出と税務申告の簡素化で支援
したり、知的財産権及び紛争解決のためにサ
ポートすることを目指しています。
　関税庁は、簡易輸出申告システムを施行して、
手続きを簡素化します。韓国貿易協会は、
eBay と共同で担当者の養成課程を行い、定期
的にオンラインマーケティングセミナーを開催
して、電子商取引の貿易の教育をします。
　韓国貿易協会は、Kmall24というオンライン
ショッピングモールをつくって、中小企業の
Mini Shop 開設、入店サポートをします。また、
Amazon、Tmall、Rakuten などの入店サポー
トも支援しています。中小企業庁は、Ｂ2Ｃ販
売代行支援事業と通訳や電子カタログを作る、
流通に乗せるために動画制作をサポートする。
そういうことをサポートすることが今の輸出支
援政策だと言えますが、今まで食料に対しては
あまりなかったんです。問題提起としては、通
関情報が十分ではないことです。
　農産物は生鮮食品なので保存期間が短く、配
送の方法が非常に複雑。商品変質の問題、リス
クがあること。そういった冷凍の物流インフラ
があまりないことが問題になっています。海外
配送の費用は、主にＥＭＳ、ＤＨＬなどを使っ
ています。非常に費用が高いので、それをどの
ように下げていくのか。また韓国の越境ＥＣを
サポートしている担当者がいないことも問題に
なっています。流通会社は、主に化粧品や電化
製品には力を入れていますが、職員に対しては、
担当者が少ないことが問題です。
　国内の電子商取引は活発に活性化されていま
すが、これから食料や農産物の輸出を拡大する
ために、韓国はこの点を解決する必要がありま
す。
　最初は、農食品通関情報の共有の徹底。通関
で断られた事例もあり、情報の提供は重要です。
次に、コールドチェーンインフラの支援です。
韓国は、中国を中心に越境ＥＣや農産物の輸出
を行っていますが今は青島、北京、上海を中心
に物流インフラを活用しています。農水産食品
流通公社が構築した専門広域物流網の利用。こ
れは北京と上海にあります。農業者や食品会社
が使えるようにして、もっとそういうインフラ
を使うと、活発に活性化されるのではないかと
思っています。３番目は、農食品関連情報の提
供することです。マーケティングできるように、
情報を提供すること。４番目は、韓国農食品の
紹介ガイドブックを作って、オンラインで購入
できる方法とか、訪問するいろいろな人に対応
して、もっと関心を深めてもらえるようにする。
５番目は、食料を活用した韓国料理の紹介です。
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たとえば日本の和食は、世界にいろいろなこと
で紹介されて、和食はこれだということがグ
ローバルに認識さえれています。韓国料理は、
キムチやビビンバしか知らない方が多い。いろ
いろな国の有名なシェフと韓国料理を作って紹
介する、流通に乗せて発信するということは始
まっていますがもっと推進していく必要があり
ます。韓国料理をもっと外へ紹介すれば、韓国
の食材も越境ＥＣを通して活発に輸出できるの
ではないかと思います。
　時間が過ぎてしまいまして、申し訳ございま
せん。本日はありがとうございました。
（講演３：終了）
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